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Cantique de Jean Racineの逐語訳
フォーレ・ジャンラシーヌの賛歌 聖路加国際病院礼拝堂聖歌隊　川津泰人  平成28年6月 

㊨＝Liaison後ろの母音と一緒に発音される）

Cantique de Jean Racine（カンティークﾄﾞゥジャンラシーヌ) cantique＝讃歌-聖務日課で唱えられる聖書起源の聖歌

Verbe（ヴェル㊨） égal （ベガ㊨） au （ロ） Très-Haut、（トレオ） Notre（ノート㊨) unique（リュニック） espérance,（エスペランス）

御言葉、動詞、言葉等しい、の様な に 神(大変高い） 私たちの 唯一の 希望

Jour（ジュー㊨） éternel（レテルネル） de（ドゥ） la（ラ） terre（テ㊨） et（レ） des（デ） cieux,（スィウ）

日の光、光,日
Jは柔らかな摩擦音

永遠の の 定冠詞 大地、地上、地球そして の＋定冠詞 天、天国cielの複数形(強調的表現）ciels

De（ドゥ） la（ラ） paisible（ペズィブル） nuit,（ニュイ）

の 定冠詞 平穏な、静かな 夜

Nous（ヌ） rompons（ロンポン） le（ル） silence,（スィランス）

私たちは 壊す、打ち破る 定冠詞 静けさ

Divin（ディヴァン） Sauveur,（ソヴォール） jette（ジェットゥ） sur（（スｨュール）  nous（ヌ） les（レ㊨） yeux.（ズィウ）

聖なる、神の、神聖な
Divin広いア

救い主 投げる
Jは柔らかな摩擦音

の上に 私たち　 定冠詞 凝視、目œilの複数

直訳 神の言葉、私たちの唯一の希望

大地と天の永遠の光

穏やかな夜の

静けさを打ち破ります

聖なる救い主よ、私たちに目をかけてください

Répands（レパン） sur（スｨュール） nous（ヌ） le（ル） feu（フォ) de（ドゥ） ta（タ） grâce（グラース） puissante,（ピュイッサントゥ）

ばら撒く、散らす の上に 私たち 定冠詞 火、熱 の 貴方の 祝福、慈悲 力強い

que（ク） tout（トゥ) l'　enfer（ランフェル) fuie（フゥイ） au（ｵ） son（ソン） de（ドゥ） ta（タ） voie,（ヴォア）

それゆえso that 全ての (定冠詞)地獄 逃げる、立ち去るfuir で 音 の 貴方の 声voix

Dissipe（ディスィ
プ）

le（ル） sommeil（ソメイユ） d'（ドゥ） une（ユン㊨） âme（ナーム） languissante,（ランギッサントゥ）

追い払う、取り除く 定冠詞 眠り の 不定冠詞 魂 苦しむ

qui（キ） la（ラ） conduit（コンデュイ㊨） à（タ） l'（㊨ｌ） oubli（ルブリ） de（ドゥ） tes（テ） lois !（ロア）

関係代名詞 それを(魂） 導くconduir に 定冠詞 忘れること、無視 の 貴方の （宗教上の）おきて；神の教え

直訳 貴方の大いなる祝福をわたしたちにお与え下さい

そして全ての地獄は貴方の声を聞いて逃げ出すのです

苦しむ魂の眠りを取り除いてください

それは貴方の教えを忘れさせることになるのです

O（オ） Christ（クリスト） sois（ソア） favorable（ファヴォラブ㊨） à（ラ） ce（スゥ） peuple（プォプル） fidèle（フィデル)

おお キリスト であってください 友好的な この 人民、民 (神に）忠実な

pour（プール） te（トォ） bénir（ベニール） maintenant（マントゥナン） rassemblé,（ラサンブレ）

ために 貴方を 祝福する 今　mai広いア 集められたrassenbler受身

Reçois（ルソア） les（レ） chants（シャン） qu'（㊨k) il（キル） offre（オフル) 

受け取ってください 定冠詞 歌 関係代名詞 彼(民） 与える

à（ア) ta（タ) gloire（グロアール) immortelle（インモルテル）

に 貴方の 栄光 不死の、不滅の、永遠の

et（エ) de（ドゥ） tes（テ） dons（ドン） qu'（㊨k) il（キル） retourne（ルトゥルヌ） comblé（コンブレ） 

そして で 貴方の 贈り物、才能 関係代名詞 彼(民） 戻る、帰る 満たされて、満足して

直訳 おお、キリストよ　貴方の忠実な民にご慈悲を下さい

貴方を祝福する為に集められたのです

民が貴方の永遠の栄光に対して歌う歌を受け入れてください

そして貴方から授かったものに満たされて戻れますように

本解説書は、フォーレ・ジャンラシーヌの賛歌を一緒に歌う合唱仲間の為にまとめた物で、
従来の意訳中心の解説からよりわかりやすく言葉を中心とした逐語訳に重点を置いたものです。
意訳は左の原文に会うように並び替えてあります。
この目的は、実際に歌う際その言葉の意味をきちんと把握して歌う為であり、
きっかけはH14年第九演奏での指揮者飯森範親先生の、
言葉の意味をこめて歌えとの何遍もの指摘-当たり前なことですが-に改めて従おうと反省したからです

発音はフランス語独特のものがあるので、よくCDなどを聞いて練習して欲しい。
特に子音と母音とをくっつけて発音するーリエゾンには注意したい。
例えばcondui（コンデュイ）　à（ア）＝コンデュイタと発音するなど

下記の参考資料（辞書類は主に白井図書館所蔵書を利用）も大いに役立ちました。
また、解釈にあたり、TISメンバーのMs.Odile Gayon、友人のM.Frank Paquetteのアドバイス、
修正情報ご提供に感謝いたします。
まだまだ不十分な面もあり、今後とも改善しようと思っておりますので、
何かアドバイス頂ければ幸いです
(メールアドレスpacifico456@yahoo.co.jpへ,ダウンロードの為のURは　http://pacifico.client.jp/Faure.htm　ご参照）。

参考資料：音楽大辞典第5巻（平凡社）、岩波きりスト教辞典、ラルース世界音楽人名事典(福武書店)、フォーレ(金原礼子著音楽之友社)、仏和辞典（小学館)
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＜参考情報＞

Gabriel Fauré

Cantique de
Jean Racine

Jean Racine

Midi filehttp://www.geocities.jp/pacifico456/MusicHall-Horn/6173/faureCantiqueRaci.mid

発音上の留意点è広いエ、é狭いエ、e曖昧ウ、in：Divin広いア、

無音のe代表例はフランスの国家の出だし　Allons nos enfants de　la patrie...この祖国という単語の語末のeは強調して歌われるように、無音のeも歌う場合は有音に歌うことが多いようです

tiの発音英語と違い、フランス人はtiとchiの間の発音をしているようです

1845。5.24パミエー-1924。11.4パリ、フランスの作曲家、オルガン奏者、教育者。
1854年パリの古典宗教音楽学校の給費寄宿生になったころより本格的音楽活動に入った。
生涯の長い期間を教会のオルガニスト、合唱長として捧げ晩年パリ音楽院院長も勤めた。
晩年聴力をを次第に失っていったが死ぬ年1924年まで作曲を続けた。
24年11月4日清貧の内に世を去り,国家は国葬を持って哀悼の意を表した。

ニーデルメイエール音楽学校で作曲の一等賞を獲得した作品、
1865年ラシーヌの宗教賛歌（Cantique　Sprituels）の中の詩に曲をつけたもの、
ラシーヌを賛歌する意味の｢ラシーヌ賛歌」－Cantique à　Racineではない。

1639.12.21-1699.4.21フランスの詩人,劇作家、
ポールロワイヤル修道院で古典的教養を身につけ、
パリで哲学を学んだ。フランス古典劇として、Iphigenie1674,Phedre1677などの傑作を作った。
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